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　　　　　　　　北病棟チームカンファレンス記録

　平成１８年　１月　７日　（土）

　　　　司会　藤原　香織　　記録　久保　奈々美

	藤原香
	佐々木
	市　島
	高　橋
	岩　藤
	大　坂
	太　田

（裕）
	スバベイ
	本　川
	白　山

	○
	準夜
	深夜
	深夜
	公休
	公休
	公休
	○
	公休
	○

	田　島
	赤　坂

（千）
	木　村
	小　舘
	熊　野
	赤　坂（真）
	久　保
	下　平
	川守田
	柳　沢

	公休
	○
	公休
	公休
	公休
	○
	○
	公休
	○
	準夜


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 氷枕、コールドパックを東病棟へ戻しています。

· 回覧来ています。明日までなので各自目を通しておいてください。

· ボーリング大会の代金集金していますが、２名集金できていません。

· 夜間外来患者の電話対応をした際には、外来日誌・動静報告への記録を忘れずにして下さい。

· 軟膏や薬などの医師の指示のあるものは、資格者が記録して下さい。

· 受け持ち患者様変更となっています。各自確認して下さい。

自分の受け持ち患者様については、自分が勤務する際必ず関り、記録していくようにして下さい。（ケアプランなど）何もかかれていなければ、その方に対して何も看護していないという事になってしまいます。

＜入浴指導＞

Ａグループ：リハビリプログラムの時間（１５時頃）よりスタッフ立会いで入浴する。

メンバー：稲垣恵利子様・江刺家恵子様→月曜・金曜

中野渡鉄男様・佐々木淳様→水曜

Ｂグループ：１６時よりスタッフ立会いにて入浴する。

メンバー：上村みわ様・金沢洋子様・山火るい子様→月曜・金曜

介入した際はきちんと記録に残してください。記録がない＝ケアをしていないという事になります。

※立会いスタッフはリハプロ予定表に担当つけます。１週間の状態を見て今後の指導について決めていきます。

＜インフルエンザについて＞

　現在、院内で７名、スタッフにもインフルエンザ確認しています。

《主な症状》

急な高熱（３８℃以上）・頭痛・全身倦怠感・悪寒・関節痛などの症状が突然あらわれ、風邪に比べて全身症状が強いのが特徴です。肺炎や気管支炎を併発しやすく、抵抗力の弱い高齢者や幼児には命に関る事もあります。

《予防法》

· 流行前にインフルエンザの予防接種を受ける。

· 外出後は必ずうがい・手洗いをする。

· 人混みを避け、外出時はマスクを着用する。

· 室内を適度な湿度に保つ。（換気を行う）

· 栄養と休息を十分にとる。

《患者様への対応》

· 外出後の手洗い・うがいを促す。（プログラムでの指導、その都度声掛けをする）

· 買い物付き添いの方は、付き添ったスタッフが指導する。

· 患者様に体調が悪い時はすぐ伝えるように話、スタッフもよく観察する。

《面会時の対応》

· 面会者にリーフレット「ご面会の方へ」を配布し説明する。

· 面会の前後にトリゾンラブを使用した手指消毒を行ってい頂く。

· 感冒様症状がないか面会者の状態を確認する。

→症状のある場合には、面会をご遠慮頂く。


































